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R11b MOA-IIのマゼラン雲観測におけるリアルタイム・アラートシステム構築
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我々Microlensing Observations in Astrophysics (MOA) グループはニュージーランドのマウントジョン天文台に
おいて、大小マゼラン雲（LMC/SMC）および銀河中心方向を観測し、重力マイクロレンズ現象を探索している。
重力マイクロレンズ現象とは、質量を持った天体（レンズ天体）が観測者と背景天体の間に存在するとき、レンズ
天体の重力の影響で背景天体が増光する現象である。この現象は約百万個の星を観測して１例程度しか起こらない
稀な現象である。また、同じ星で再び起こることはない。そのため、MOAグループでは世界中の観測グループに
アラートを発信してフォローアップを要請し、多くの観測データを得ている。
2007年から銀河中心方向の観測において、観測と並行してリアルタイムに解析を行い、重力マイクロレンズ現象

を検出してアラートを出すシステムを開始した。これで、より精度良くフォローアップ観測できるようになった。
LMC方向の観測でもこのシステムの構築を行っている。LMC方向の観測目的は、暗黒物質の候補であるMAssive
Compa ct Halo Objects (MACHOs) を検出することである。現在までにMACHOグループはハロー全体の約 12
％がMACHOsであると結論している。しかし、個々のイベントのレンズ天体までの距離が分からないので、本当
にハローにあるのか分からない。距離を特定するためには、特殊イベントをより精度良くフォローアップ観測する
必要がある。このため、我々MOAグループではこのシステム導入によりMACHOsの正体解明を目指す。本講演
では、LMC方向の観測におけるアラートシステム構築について発表する。


